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年９月 30 日）の

また、本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成

年３月期通期

 

 

１． 平成 2

連結業績予想

 

前 回 発 表 予 想            

今 回

増  減          

増 減 率            

（ご参考）前期第
（平成 28

 

 

２．差異の理由

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。
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平成 29

年８月９日に公表

日）の業績予想

本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成

通期連結業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。

29 年３月期第

連結業績予想値と

 

前 回 発 表 予 想            

今 回 実 績

減  額          （Ｂ－Ａ）

増 減 率            

（ご参考）前期第２四半期実績
8 年３月期第２

の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。

  

  

9 年３月期第２四半期

および

に公表いたしま

業績予想値と実績値

本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成

連結業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。

月期第２四半期累計期間の業績予想値と

と実績値との差異

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

績（Ｂ） 

（Ｂ－Ａ） 

増 減 率            （％） 

四半期実績 
２四半期） 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。

  

  

第２四半期

および通期業績予想

いたしました平成 2

値との差異につきまして、

本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成

連結業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。

四半期累計期間の業績予想値と

との差異（平成 28

売上高 

百万円

33,000

29,308

△3,691

△11.2

35,889

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。

   

   

第２四半期累計期間の

通期業績予想の修正

29 年３月期第２四半期累計期間（平成

差異につきまして、

本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成

連結業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。

記 

四半期累計期間の業績予想値と実績

8 年４月１日～平成

 営業利益

百万円 百万円

,000 8

308 △586

691 △1,386

2 

889 1,284

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。

会 社 名  

代表者名  

    

問合せ先      

  

累計期間の業績予想

の修正に関するお知らせ

第２四半期累計期間（平成

差異につきまして、下記の通り

本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成

連結業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。

実績値との差異

日～平成 28 年

営業利益 経常利益

百万円 

800 

586 

1,386 △

－ 

284 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。

  日 本 信 号

  代表取締役社

 （コード番号

      

   （TEL

業績予想値と実績値

に関するお知らせ 

第２四半期累計期間（平成

下記の通りお知らせいたします。

本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成 28 年５月

連結業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。 

値との差異 

年９月 30日）

経常利益 
親会社株主に

四半期純利益

百万円 

1,100 

△214 

△1,314 

－ 

1,682 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。

平成 28

日 本 信 号 株 式 会

取締役社長 

番号：6741 東証第一

       総務部長 

TEL 代表 03-

値との差異 

 

第２四半期累計期間（平成 28 年４月１日～平成

お知らせいたします。 

年５月 10 日に開示した平成

日） 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

百万円 

300 

△524 

△824 

－ 

811 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。

8 年 11 月 8 日

株 式 会 社 

 塚本 英彦 

東証第一部）

 広瀬 実 

-3217-7200）

 

１日～平成 2

 

日に開示した平成 29

１株当たり

四半期純利益

円 銭 

4.40 

△7.69 

－ 

－ 

11.90 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を下回る結果となりました。 
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１株当たり 

四半期純利益 

 

 

 

 

 

 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、案件の立ち上がりの遅れなどにより、受注・売上が下

期以降にずれ込んだため、前回予想を下回りました。また、利益面につきましても売上高の減少に伴い、営



 

 

 

 

３．平成 2

 

前 回 発 表 予 想            

今 回 発 表 予 想            

増  減          

増 減 率            

（ご参考）前期
（平成

 

 

４．修正の理由

2020 年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

イミングが翌期以降にずれ込む見通しである

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

に前回発表予想を下回る見込みとなりました。

 

 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の記述は

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

 

 

29 年３月期通期連結業績予想数値の修正

 

前 回 発 表 予 想            

今 回 発 表 予 想            

減  額          （Ｂ－Ａ）

増 減 率            

（ご参考）前期実績 
（平成 28 年３月期）

の理由 

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

イミングが翌期以降にずれ込む見通しである

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

に前回発表予想を下回る見込みとなりました。

本資料に記載されている業績見通し等の記述は

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

月期通期連結業績予想数値の修正

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

今 回 発 表 予 想             (Ｂ） 

（Ｂ－Ａ） 

増 減 率            （％） 

年３月期） 

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

イミングが翌期以降にずれ込む見通しである

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

に前回発表予想を下回る見込みとなりました。

本資料に記載されている業績見通し等の記述は

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

月期通期連結業績予想数値の修正

売上高 

百万円

100,000

88,000

△12,000

△12.0

90,593

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

イミングが翌期以降にずれ込む見通しであることから、前回発表の業績予想を下回る見込みとなりました。

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

に前回発表予想を下回る見込みとなりました。

本資料に記載されている業績見通し等の記述は

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28

 営業利益

百万円 百万円

,000 8,0

,000 5,3

,000 △2,7

0 △33

593 7,162

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

ことから、前回発表の業績予想を下回る見込みとなりました。

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

に前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

本資料に記載されている業績見通し等の記述は、当社が

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

8 年４月１日～平成

営業利益 経常利益

百万円 

000 

300 

700 △

3.8 △

162 

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

ことから、前回発表の業績予想を下回る見込みとなりました。

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

当社が現時点において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

年４月１日～平成 29 年

経常利益 
親会社株主に

当期

百万円 

8,800 

6,000 

△2,800 

△31.8 

7,969 

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

ことから、前回発表の業績予想を下回る見込みとなりました。

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

現時点において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

年３月 31 日）

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

百万円 

5,400 

3,800 

△1,600 

△29.6 

4,994 

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

ことから、前回発表の業績予想を下回る見込みとなりました。

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

現時点において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

日） 

１株当たり

当期純利益

円 銭 

79.18 

55.73 

― 

― 

73.24 

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

ことから、前回発表の業績予想を下回る見込みとなりました。

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

現時点において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

以 上

１株当たり 

純利益 

 

 

 

 

 

 

年を見据えた旅客サービスの向上や安全・防災対策に資する設備の整備など、インフラ投資に対する

受注環境は良好に推移するものと想定しておりますが、案件の立ち上がりの遅れなどにより、売上計上のタ

ことから、前回発表の業績予想を下回る見込みとなりました。 

また、利益面におきましては、売上高の期初計画からの減少、および国内外における事業開発や競争力強

化を目的とした研究開発投資の増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

現時点において入手可能な情報に基づき作成した

上 


